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デュポン㈱、太陽光発電市場への製品開発拠点を開設

電極ペーストを核にＰＶビジネス拡大へ
デュポン株式会社（デュポン・ジャパン。本社：東京都千代田区、社長：天羽　稔）は、世界中で急速に成長している太陽光発電市場において、太陽光発電セルの寿命と性能向上についての要望に対する研究・開発の体制を強化するため、デュポン　エレクトロニクスセンター（かながわサイエンスパーク内）に太陽電池（ＰＶ）向け電極ペーストの研究開発拠点としてＰＶラボを開設しました。

デュポン・ジャパンは、このＰＶラボを核に、各事業部間、各合弁会社との連携をさらに強化し、結晶系太陽電池向け材料のみならず、近い将来は薄膜系・有機／色素系太陽電池向け材料の研究開発も視野にいれ、グローバルの情報と技術を取り入れながら、顧客へのより迅速な技術開発・サービスを提供してまいります。

デュポンでは、太陽光発電市場は今後数年間で年間50％以上の成長を見込んでおり、グローバルには、DuPont　Photovoltaic　Solutionsという事業部・国境を越えた社内組織を設け、グローバル規模でデュポンの持つ科学の力を駆使し、コストあたりのワット数の増加、ソーラーモジュールの効率化、長寿命化、環境に関わるさまざまな指針の準拠など、広範かつ拡大する革新的な原材料を提供することで、太陽光発電の急激な成長に貢献しています。
デュポンは、太陽光発電市場における原材料のメーカーとして、製品・製造技術やノウハウなど、２０年以上にわたる経験を持つリーディングカンパニーです。デュポンの包括的な製品ラインは、ソーラーセルおよびモジュールにおいて最適な結果が得られ、相互に機能するように設計されています。フィルム、シート、樹脂および導電ペーストなど、拡大するモジュールの主原料を供給しています。

バックシートとしては世界標準となっているデュポン™テドラー®フィルムやマイラー™、メリネックス®、テイジン®テトロン® PETフィルム、鉛フリー対応も可能なデュポン™　　　ソーラメット®厚膜導体ペースト、太陽電池モジュール用封止材としては25年以上の使用実績のあるデュポン™エルバックス®EVA樹脂（エバフレックス®※）以外にも、デュポン™　　　サーリン®アイオノマー樹脂（ハイミラン®※）、デュポン™ブタサイト®PV中間膜などの製品を揃えています。
フロントシート用にはデュポン™テフロン®フィルム、電極端子ボックス用樹脂としてデュポン™ライナイト®PET熱可塑性樹脂、基板材料にはカプトン®、テオネックス®PENフィルムなど、さまざまな用途でデュポンの製品が使われています。
· 日本国内では三井・デュポン　ポリケミカル㈱がエバフレックス®の商標でEVA樹脂を、ハイミラン®の商標でアイオノマー樹脂を製造販売

電子材料事業は、デュポン™ソーラメット®厚膜電極ペーストを太陽電池用電極用途向けに販売しており、この分野で業界をリードしています。同事業部は、このPVラボを急成長するアジア地域での太陽光発電用途の材料開発の中心と位置付け、米国本社や欧州の開発センターと協力し、高効率と低コストを実現する材料へのニーズに対応した創造的な材料の開発を加速します。
デュポンは、科学的な発見や発明を基盤に製品やサービスを提供する企業です。創立は1802年、本社は米国デラウエア州ウィルミントンに置かれています。世界70カ国余りに拠点があり、農業・食品関連、建築・建設、通信、輸送の分野で、革新的な製品やサービスをお届けしています。世界中の人々の生活をより安全で豊かにするために、科学の力を生かした持続可能なソリューションを創出しています。
注）TMおよび®は米国デュポン社または関連会社の商標あるいは登録商標です。
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以　上

この件に関するお問い合わせは、下記までお願いします。

デュポン株式会社　

電子材料事業：上田　克彦

電話(03)5521-8650　　　　　















